
海面変動が大きな波
となり四方八方へ伝播
→沿岸へ来襲

地震により海底・海面が
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●震度マップ

●緊急地震速報
　最大震度5弱以上と予測されたときに、震度4以上の揺れを予測した地域を対象として気象庁から発表されます。
この「緊急地震速報」から数秒～数十秒後に強い揺れが始まりますので、ただちに身を守るための行動をとる必要が
あります。
　ただし、震源域に近い地域では「緊急地震速報」が強い揺れに間に合わないことがあります。
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《凡例》震度と揺れの状況

0 人は揺れを感じない。

1
2
3

屋内にいる人の一部が、わずかな揺れを感じる。

屋内にいる人の多くが、揺れを感じる。電灯などのつり下
げ物がわずかに揺れる。
屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。棚にある食器類
が音を立てることもある。

4 眠っている人のほとんどが目を覚ます。座りの悪い置物が
倒れることもある。
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弱弱

強強

弱弱

多くの人が行動に支障を感じる。タンスなど重い家具や、
屋外では自動販売機が倒れる。

一部の人は行動に支障を感じる。家具が移動し、食器や本
が落ちる。

立っていることが困難になる。壁のタイルや窓ガラスが壊
れ、壁に亀裂が生じる。

66強強
77

はわないと動けない。ブロック塀が崩れ、戸がはずれて飛
ぶこともある。
揺れて自分の意思で行動ができない。大きな地割れ、山崩
れ、家屋の倒壊が多発する。この図は、宮崎県における最大クラスの地震動に関する想定

（平成25年10月）を使用して作成したものです。

～マグニチュードと震度の違い～～マグニチュードと震度の違い～
「マグニチュード」は地震そのもののエネルギー（規模）を表すもので、M5.0のように数字の前に“M”
を付けて表記します。マグニチュードは一つの地震に対して一つの数字しかありません。
「震度」は地震が起きたときの揺れの大きさを表すもので、地域によって値が異なります。
一般に、マグニチュードが大きくても、震源が遠い場合や深い場合は震度が小さくなり、逆にマグニ
チュードが小さくても、震源が近い場合や浅い場合は震度が大きくなります。
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津波・高潮
●津波とは
　海底下で大きな地震が発生すると、断層運動により海底が隆起もしくは沈降します。これにともなって海面が変動
し、大きな波となって四方八方に伝播するものが津波です。津波は、海が深いほど早く伝わる性質があり、沖合いでは
ジェット機に匹敵する速さで伝わります。逆に、水深が浅くなるほど速度が遅くなるため、津波が陸地に近づくにつれ、
後から来る波が前の波に追いつき、波高が高くなります。

●津波に関する注意報・警報
　地震発生後、津波の発生が予想される場合は、「津波注意報」、「津波警報」、「大津波警報」を発表します。津波注意
報等を発表した場合には、津波の到達予想時刻や予想される津波の高さなどを「津波情報」として発表します。

●高潮とは
　高潮は、台風や低気圧の接近により、海水面（潮位）が平常時よりも高く
なる現象で、「気圧低下による吸い上げ効果」と「強風による吹き寄せ効果」
が原因となって起こります。満潮に重なると広い範囲で浸水するおそれが
あります。

●高潮に関する注意報・警報
　高潮による災害の発生が予想される場合は、「高潮注意報」（潮位1.4m）、「高潮警報」（潮位1.8m）、「高潮特別警
報」（数十年に一度の台風や温帯低気圧により高潮になると予想）を発表します。
　高潮が起きるような台風等の接近時には、潮位の上昇よりも先に暴風が吹き始めるため、屋外への立退き避難が
困難になります。高潮の発生には十分に警戒し、暴風域に入る前に早めに避難することが重要です。

台風や低気圧台風や低気圧

吹き寄せ効果吹き寄せ効果
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通常の潮位（天文潮位）

沖から打ち寄せた高波

高潮

木造家屋が全壊・流失し、人は津波による流れに巻き
込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。

標高の低いところでは津波が襲い、浸水被害が発生し
ます。人は津波による流れに巻き込まれます。
沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。

海の中では人は速い流れに巻き込まれ、また、養殖い
かだが流失し小型船舶が転覆します。
海の中にいる人はただちに海から上がって、海岸から
離れてください。

予想される津波の高さが、高いと
ころで3mを超える場合

予想される津波の高さが、高いと
ころで1mを超え、3m以下の場合

予想される津波の高さが、高いと
ころで0.2m以上、1m以下の場合
であって、津波による災害のおそ
れがある場合

想定される被害ととるべき行動発表基準
発表される津波の高さ

数値での発表
（津波の高さ予想の区分）

巨大地震の
場合の発表
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10m超
（10m＜予想高さ）

10m
（5m＜予想高さ≦10m）

5m
（3m＜予想高さ≦5m）

3m
（1m＜予想高さ≦3m）

1m
（0.2m＜予想高さ≦1m）

巨大

高い

（表記しない）


